
 
 

 

 

気温が低く乾燥した日が続いています。２月４日は、歴の上では立春で春を迎える時期とされていますが、 

一般的に１月下旬から２月にかけて最も寒くなると言われています。感染症もまだまだ流行っているので、 

手洗い・うがいをしっかり行い、予防に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより２月号 

みちのこ保育園 令和６年２月１日発行 

インフルエンザって？ 
咳やくしゃみなどによって感染

し広がる病気で、毎年多くの感

染者が出ます。悪寒、急な発熱、

関節痛に続き、下痢、嘔吐、咳、

くしゃみ、喉の痛みなどの症状

が見られます。放っておくと周

りへの感染を広げるだけでな

く、合併症の危険も伴うので、イ

ンフルエンザの症状かなと思っ

たら医療機関で診てもらいまし

ょう。 

まずは医療機関にかかり、インフルエンザかどうか診断

してもらいましょう。高熱や下痢が続くと脱水症状を起

こしやすくなるので、こまめな水分補給が大切です。感

染力が強いので、発症した後５日を経過し、かつ、熱が

引いてからも３日間は登園を控え、しっかりと自宅療養

しましょう。 

インフルエンザに 
なってしまったら… 

●○インフルエンザ○● 

インフルエンザの合併症の一つで、主に５

歳以下の子どもに発症します。発症から比

較的早い時期に、けいれんを起こす、呼び

かけても反応しないなどの意識障害の他

に、急に怒ったり、怯えたり、うわごとを

言うなどの言動が見られることもありま

す。このような症状が出たらすぐに医療機

関を受診してください。 

気を付けて！ 
インフルエンザ脳症 ●咳エチケット 

咳やくしゃみをする時は、病気が広がらないよう

周囲への気配りが必要です。咳エチケットを守

り、感染を防ぎましょう。 

●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパーで

鼻や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を覆

い）、周りの人を避けて行いましょう。 

●マスクをして、他の人

にうつさないように

しましょう。 

●鼻をかんだ後のティッシ

ュペーパーは、すぐにゴ

ミ箱（できればふた付き）

に捨てましょう。 

土日祝日等お休み中に発熱や体調を崩した場合は、休み明け連絡帳又は口頭でも職員に 

お知らせください。 


